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ゐ1義螺6～ナ○連の会海を渡る鳥は、波間を漂う流木に憩うという。離婚一それは旅の半ばの一つの出来事。新たな旅立ち
をした女たちはいま手をとりあい、
女であるがゆえの偏見と差別に向
きあう。ハンド・イン・ハンドは
生きやすい社会をめざし、支えあ
う女たちの流木である。
［子どものための離婚プログラムの充実と、女性の経済的基盤づくりを目指してコ
■離婚直後の生活の苦しさに、子どもとの時問が少なく
なっても高収入の仕事に就こうかと悩む母親からの手紙
のタイトルは「仕事か子どもか」。それを読んだある男の
子は「子どもに決まってんだろ。母さん、ハンドの編集
部に子どもの声も届けてくれよ」と言ったとか。
■ハンド・イン・ハンドの会報誌が200号を迎えました。
別れた女性たちだけでなく、この男の子のように意外に
も子どもたちも愛読（？）してくれていたようで、この
20年問には「3歳で別れた母親に会いたい」とか「物心
ついたときから、父と別れたいと泣いている母を見てき
た。何とか離婚させてやりたい」と相談に来る中学生・
高校生もいました。
■このハンド・イン・ハンドの会は、離婚や別居という、
人生の思わぬ危機に出会った女性と子どもたちを支えるネ
ットワークとして、1980年（昭和55年）に生まれました。
当時はまだ、離婚は社会的差別と偏見の対象となっており、
経済的な基盤もない中、離別ひとり親家庭であることを、
親も子も隠して生きなければならない状況がありました。
当時年間15万件弱だった離婚件数が、今は25万件以上とな
り、離婚者が差別される状況は少なくなったように見えま
すが、長引く不況下で女性たちの失業は増え、再就職はさ
らに厳しくなっていますし、子どもの養育費や面接交渉の
制度が整ったとは言い難い状況です。
■これまでもこの会は、子どもの反抗、不登校、リスト
ラ、職場でのセクハラ等に悩む人たちの癒しの場として
の機能を果たすと同時に、離婚への偏見を吹き払う運動
と「子どもへの影響」「子どもと別れた親との行き来のあ
り方」「再婚と子ども」「養育費と面接交渉の関係」等、
従来、国も学者もできなかった貴重な調査を行うなど、
大きな役割を担うネットワークとして成長してきました。
■現在、親と子の行き来と養育についてのアンケート調
査第2弾を行っていますが、それを基に、子どもが親の
離婚で傷つけられることなく、より成長できるプログラ
ムづくりを進め、さらに離婚女性の経済的基盤づくりを
今後の大きな柱として活動していきたいと思っています。
■仙台、東京、名古屋、大阪でシンポジウムも開催しま
す（詳細は12頁に）。これからもハンドの会は、離別ひと
り親家庭の父親、母親、そして子どもたちが生きやすい
社会になるよう、そのためのシステムづくりに奮闘しま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円より子）
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ハンド200号記念対談「父親の役割」
吉川武彦氏（精神科医）
円より子（現代家族問題研究所）
生物学的に見た「母性」と「父性」、その役割
円　1979年に離婚講座を開催し、その翌年から、「ハ
ンド・イン・ハンドの会」を始めて20年以上経ちます。
会報も七号で200号を迎えました。先生には、講座の
講師や電話相談の顧問としてお世話になっています。
　今日は、ひとり親として子どもとどう向き合うか、
父親の役割とは何か、父親がいない時にどうすべきな
のかについて、伺いたいと思います。
　先生は以前、講座で「母親が父親役割までやつちゃ
うと、それはよくないよ」とおっしゃっていましたが。
吉川　いろいろな子どもと接して、なぜうまく育たな
いのかということを考えてきました。両親が揃ってい
てもうまく育っていない子どもたちがいますが、両親
がどのような関係なのかを考えないわけにはいかない
ことに気づきました。こうして「父親」と「母親」は
存在意義が違うという当たり前の結論に達しました。
　ここでは「母性」という言葉を使いますが、母性と
いうのはいったい何なのか。母性を生物学的に見てみ
ます。妊娠するということは子どもをお腹に入れてい
るということですが、その子を受容しているわけです。
つまり母性の第1は、子どもを「受容」するというこ
と。受容した子どもを守れるように母親の身体はでき
ています。子宮は分厚い筋肉の固まりですし、その筋
肉に内側からも外側からも軽重にも膜が張られていま
す。子どもを守るような構造にできているのです。で
すから母性の第2は「保護」なのです。第3は、母親
はどんなことがあっても子どもをお腹から追い出さな
いと自分の生命が危なくなるので、しゃにむに追い出
します。子どもを突き放すことができるのも母性です。
円　受容して守っているんだけど、追い出す。
吉川　そうです。この追い出し、つまり「排除」もま
た重要な母性です。生理的な見地からいってこの3つ
が母性のもとになっています。まとめますと、母性と
は受け入れ、守り、そして追い出す働きがあると考え
ていいと私は思っています。母性は「自己との関係」
から出発すると言っていいでしょう。
円　3番目のことは言われていませんよね。
吉川　その通りです。子どもが結婚するときを考えて
みると、娘の時など男親はメロメロになって出したく
ないみたいなことを言ったりしますが、母親は断固と
して結婚させようとします。こういうときの母親は断
然強いんです。その強さがどこからくるのか考えてみ
たとき、私は身体の構造が、生物的な機能がそうさせ
ていることに気づき、母性はそれによって形づくられ
ているんだということに気づいたというわけです。
　では、「父性」とはいったい何なのか。私は自分が父
親としてどうであったか、しきりに考えてみました。
まず、妊娠している妻を外敵から「防御」しなければ
ならないと考えていました。交通事故からも人間関係
からもです。父性の第1は防御なのです。でも“「攻
撃」は最大の防御”ですから、場合によっては攻撃で
きなければなりません。ですから父性の第2は「攻撃」
性だと言えます。防御だけではだめなのです。
　さて、防御をするにしても攻撃をするにしても、周
囲の状況をよく観察し、的確な状況判断ができなけれ
ばなりません。つまり父性の第3は状況を的確に観察
する「観察」力なのです。つまり、父性は「他者との
関係」から出発すると言ってもいいと思います。
???????????・灘漉　　　　饗’
円　なるほど。客観的に捉えて、ここは防御すべきか、
攻撃すべきか、分析もするという。
人間のベースとなる女性性と男性性
吉川　「母性」という言葉を「女性性」に、「父性」を「男
性性」に置き換えてみると、私がまとめた事柄がよく
当てはまるように思います。「女」は女性性をベースに、
「男」は男性性をベースに生きています。では女は女性
性だけで生きているのか、男は男性性だけで生きてい
るのかと問われればノーです。女にも男性性が組み込
まれていますし、男にも女性性が組み込まれているの
です。
　問題は、誰が子どもに男性性をもたらすのか、女性
性をもたらすのかということなのです。その「誰が」
ということがとても重要です。ごく一般的には男性性
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は父親からもらい、女性性は母親からもらうわけです
が、もしも女が持つ男性性を注ぎ込まれたらどのよう
になってしまうのでしょうか、そこが問題です。
円　そういうケースもたくさん見ていらっしゃるわけ
ですか？
吉川　そうです。個人的な体験ですが、私には戦争で
父親を失った同級生がたくさんいました。その家には
必ず亡くなった父親の位牌がありました。友達は何か
悪いことをすると、母親に「それでいいのか、お父さん
に聞いて来なさい」と言われていました。そうしたと
き子どもは仏間に座って、位牌の父親に対面するので
す。父親は物理的には不在ですが、心理的には不在で
はなかった。それを見ていて、今のことがわかってき
ました。
　精神科医になり、両親が揃っているにも関わらずう
まく育たない子ども、なかでも男の子を見て気づいた
のは、父親が物理的には存在しているけれど、心理的に
不在な家庭が多いことでした。父親が亡くなった場合
には、あまりこころが歪んだ子どもに育つということ
がないのは、子どもは父親は死んだと言えるし、死んだ
とあきらめがっくということもあるかもしれません。
でももっと強調していいことは、夫が死んでいても、
妻は必ず夫のことを話すからだということでしょう。
円　日本では、父親がエコノミックアニマルだとか、
企業戦士と言われ、家庭のことは妻に任せきっている。
難しいのは女の子より男の子
吉川　離婚の場合ですが、ひとり親になっても、男親
の代わりになる人、男性性をちゃんと伝えてくれる男
を身近に置いておくべきだと思います。男性性も女性
性も、人はその両面を持っています。男の子は男性性
を7割位、女性性を3割位備えていると考えています。
母親が持っている男性性を植え付けられた男の子は気
の毒です。「性」の混乱が起こるからです。女から男
性性をもたらされた男は、男としての成熟に混乱が起
こってしまいます。もちろん女についても同様なこと
が言えますが、私たちの世の中は、ジェンダーとして
の「男らしさ」を求めがちですから、男性性を男から
伝えられなかった男は、性の同一性を保ちにくくなる
のです。
円　母子家庭では、女の子より男の子に多く問題が出
てきています。それはやはり、母親が両方の役割をし
てしまうから、男の子に問題が出る確率が高いという
ことなんですね。
吉川　ひとり親の女の子にあまり問題がないというの
は、母親が女性性をちゃんと女の子に伝えているから
でしょう。男性性が母親から伝えられたとしても、女
の子にとっての男性性のパーセンテージが低いのであ
吉川武彦（きっかわ・たけひこ）
1935年10月石川県金沢市に生ま
れ、東京杉並で育つ。千葉大学医
学部卒、同大学院修了、医学博士。
子ども大好きな精神科医。琉球大
学教授を経て国立精神・神経セン
ター精神保健研究所所長から名誉
所長。2001年4月から中部学院大
学大学院人間福祉学研究科教授。
1女3男、ただし妻1。著書に「い
ま、こころの育ちが危ない（毎日新
聞社）」「うつ病（法研）」「ゆううつ症
候群（法研）」「人はなぜ心を病むの
か（太陽企画出版）」他多数。
まり問題にならないのだと思います。
　それに、母親は、女の子は突き放せます。突き放さ
れた女の子は、男性性を自分の周囲にいる男に求めま
す。担任の先生とか先輩にです。子どももこうして男
性性を自分に組み込もうとするのですから、母親もう
まく立ち回ればいいのです。「私は女だからよくわか
らない、先生に相談してごらん」とか「隣のおじさん
に相談してごらん」とか。でも、母親が男の子を育て
るときが難しいのです。男性性が7割も必要なのです
から。
円　おじいさんとか、母親の男兄弟とかが代理は？
吉川　残念ながらきょうだいが少なくなっている今、
それがとても難しいのです。やってくれそうな人がい
て、おつきあいをお願いすれば、その人との関係が「男
と女」の関係になったりするからでしょう。「継父」
や「継母」というと問題含みのようですが、普通の男
性性を持ち、普通の女性性を持ち、それを子どもにち
やんと注いでくれるのであれば、再婚した方がいいと
思います。
円　昔は、地域のネットワークが強くて、夏なんか縁
側でおじいさんがお化けの話をしてくれたり、若いお
兄さん達が釣りを教えてくれたり、恋人関係と関係な
く、周りにたくさん男性性を吸収できる相手がいまし
たよね。今、全然そういう相手がいないので難しい。
思春期の子どもとの向きあい方の基本
円　思春期の子どもは反抗期でとても難しいとよく言
われますが、当たり前のことなのか、それとも、いろ
いろな問題が、思春期に割合出てくるのか。
吉川　それは潜在している問題が、心理的に動揺の激
しい思春期に顕在化するということだと思います。思
春期になって突如と言いますが、それまで潜在してい
たのです。
　子どもは意外と冷静に親を見ています。親の気持ち
を汲んで、自分の態度決定をしていると言えます。思
春期は自分が中心になる時期ですから、その冷静さが
失われ、親や周囲のことより自分が大事になり、自己
主張が大きくなるわけですから、今までとは違ってき
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ます。それまでに親の方が「この子、我慢しているな」
とか、「この子は私のことを考えてくれているな」と
気づいていればいいのですが、気づかずにいたときが
悲劇というわけです。ある日ある時、いい子だったは
ずの子が逆転するからです。
円親はパニックになりどう接していいかわからなく
なってしまうということですね。
　男の子を持つひとり親家庭では、子どもが暴力的で、
家の襖や壁に穴が開いているという人がたくさんいま
す。でも、女の子を強姦したり、切れて誰かを刺した
りという、外で犯罪の形で人を傷つけるのに比べると、
そこでバァッとエネルギーを発散させ欝憤を晴らして
くれていたほうがましと思えばいいんでしょうね。
吉川　私はそう思います。
再婚と面接交渉
円離婚しても行き来をさせているケースは、父親役
割をしてもらえているから、自分の父親はあそこにい
るというのがあって、死別と似たような、それでいて
物理的にも存在している。でも、再婚したとたんに会
わせなくなるケースがあるんですよね。
吉川　会わせたくないと誰が思っているかが問題でし
ょう。子ども自身が会いたくないと言っているのでは
ないと思いますが。
円　私は、いろいろな問題があっても、父親に会わせ
ているほうがいいと調査結果からも思っています。で
すから再婚しても、両方の父親のいいところと欠点を
ちゃんと観察してわかるようになっていくということ
が、男の子にとっても、女の子にとっても大事なこと
だと思うのですが。
吉川　男性性をどちらのほうから強く影響を受けるか
ということはあるでしょうが、父親が二人いてもいい
と思います。父親かどうかではなくて、正当な男性性
をどのように伝えるかというだけの話です。ですから、
1人に限定しなくちゃいけないということはないと思
うのです。
円　そうですね。今日は、いろいろなお話をありがと
うございました。
???謝 ??細
〔家族構成〕
　私　　47歳（キャディー）
　長男　19歳（高専4年生）
　長女　16歳（高校1年生）
〔住居〕　一戸建て（5DK）
家計簿内訳
（2（X）1年　月分）
〔収入〕
給与（手取り）
〔支　出〕
水道・光熱費
食費
　電話代（娘の携帯込）
保険
　ガソリン代
学費
息子への送金
交際費
衣服費・雑費
155，㎜円
21，00（）円
35，000円
12，000円
30，000円
12，000円
50，㎜円
40，000円
25，㎜円
25，㎜円
　計250，0〔n円※赤字分は貯金から当てる
　夫の単身赴任から5年、赴任先で
女性と同棲して4年経ち、家には帰
ってきません。
　夫から強く離婚を要求されまし
た。今も忘れることができない、辛
い経験でした。一時は別れることも
仕方ないと思いましたが、今でも、
話し合いも、調停もしていません。
　夫は家のローン（月7万5000円）
と、今年から息子の家賃（月5万円、
息子は他県の高専に在学中）を払っ．
ています。その他の仕送りはありま
せん。
　私はゴルフ場のキャディーをして
10年目になりました。サービス業は
今、とても厳しく、基本給のカット
と、ラウンド数の減少で収入が減っ
てしまいました。とても不安定な収
入です。
　別居となって4年。やっと自分の
置かれている立場を、理解できるよ
うになりました。子ども達は、息子
の留年、娘の高校入学（看護系）と、
問題はないわけではありませんが、
何かと難しい時期を乗り切ってくれ
ています。
　今の時代、このまま婚姻をひきず
ることは、他の人には理解しがたい
かも知れません。実家にも迷惑はか
けられず、子ども達にも学費が一番
かかる時、仕事も変えられる年齢で
はなくなりました。私はこの職場を
動くことができません。
　今までにも、こんな状態から何と
かしたいと思い、知人、親戚に相談。
法律相談にも何度か行きました。で
も、自分の力で一歩も踏み出せずに
いました。自ら作った問題ではあり
ません。投げつけられた問題です。
それでも、全力で立ち向かっていか
なければなりません。
　子ども達は、この家で生まれ育っ
てきました。大人になっても、帰っ
て来る所はここだと思っています。
私は自分のためにも、子ども達のた
めにも、この生活を続けることを選
びたいと思っています。
　周囲の人たちの多くの助けもあり
ました。子ども達の将来に、親子
共々、夢を膨らませています。この
ような生涯を選択しなければいけな
いことは、不幸なことだと思ってい
ます。それでも明るく前進しなけれ
ばなりません。
　夫との話し合いはこれからです。
　悲しくて、泣いて過ごした長い月
日がありました。でも今は、自分か
ら積極的に、楽しく明るく過ごすよ
うにしています。いっか心の奥底か
ら喜べる日が来ると思っています。
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一別れた親と子の行き来について一
「養育費と面接交渉についてのアンケート」より
　子どもへの離婚の影響について調
査し、「新・子どものための離婚プロ
グラム」を作りたいと、前号で「養育
費と面接交渉についてのアンケー
ト」へのご協力をお願いしました。
毎日、読売、地方紙にも記事が掲載さ
れ、全国からお問い合わせがあり、
8月17日（金）現在、184通の回答が
ありました。
　やはり母親が引き取ったケースが
多かったのですが、子どもを分けた
り、父親が引き取っているケL…スも
あり、父親からの回答もありました。
まだまだ協力者を募集中。次号で集
計結果を分析し、報告する予定です。
今回は皆さんの声をご紹介します。
《質問項目》①年齢②居住地③離婚
後の年数④子の年齢⑤養育費月額⑥
離婚を話した時の子の年齢⑦どう話
したか⑧子の反応⑨面接交渉につい
て⑩子は別れた親についてどう感じ
ているか⑪離婚の子どもへの影響
●別れた父親と子の行き来がある
（あった）ケース
Nさん　39歳・東京・7年・11歳と
9歳の娘・私的書類で決めたが支払
い無し・2歳・パパのことが信じら
れなくなったので別に住んでいる。
・現在は包み隠さず、「パパに別に好
きな人がいた」ことも・小さい頃から
聞いていて違和感がない・4年間面
接したが、離婚理由や母親のことを
悪く言うようになり、子どもと父親
がケンカするようになりやめた・生
活態度や言動から良い印象を持って
いない・他の家とは違うと感じてい
るが、父親という存在がよくわから
ないでいる。祖父が父親代わり。
Mさん　46歳・広島・14年・20歳の
息子と17歳の娘・14万・6歳と3歳・
離婚時に息子は理解していた、娘は
もめているのを怖がっていた・なる
べく環境を変えないようにし、父親
と会っているので父親が家からいな
くなった位にしか思っていなかっ
た・調停で月2回と決めたが、実際
は年2、3回、遊園地や買い物・中学
生になると当時の気持ちを話すよう
になった。今は割り切っている・子
どもにとってどうしたらいいかを考
え育て、父親にも訴え続けた。手紙
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やFAX等、あらゆる手段を使って
子どもの状況を伝えた。
Kさん　36歳・大分・2カ月・3歳
の娘・夫は病身で両親の面倒もみな
くてはならず、もらうつもりもな
い・3歳・パパはお仕事で遠くに行
ったの。でも私たち二人のために一
生懸命働いてくれていて、お休みが
とれたら会えるからね・パパはお
空？と聞いてきたりする・ショッピ
ングセンターで買い物やゲームセン
ターに・今は母親にしがみつくこと
に必死で父親のことは無関心・離婚
したばかりで不安ばかり（病身で実
家の援助を受けている）。
Yさん　34歳・1年・群馬・8歳の
息子と5歳の娘・6万・7歳と4
歳・お父さんとは仲良く暮らせない
から離婚するけど、あなた達はこれ
からも会えるよ・4人で暮らしたい
と息子は泣き、精神的不安定になっ
た・月1回、週末に1泊2日・気を
遣っているようで会いたいと言わな
い・子ども達も前より明るくなり、
友達にも離婚していることを話して
いる。息子は責任感が強くなり、娘
はお手伝いをしたり、手紙をくれ励
ましてくれる。母親の気持ちさえ明
るく前向きなら悪いことばかりでは
なく、かえって強く、優しくなった
気がする。
●別れた父親と子の行き来のないケ
ース
Kさん　41歳・大阪・8年・10歳の
息子・月2万5㎜円・6歳・「お母さ
ん、お祖父ちゃんと結婚したの？」と
聞かれ、「僕のお父さんと」と答えた・
自分にも父親がいるとわかってちょ
っと嬉しかったよう・相手も特に何
も言わないし、母親自身会いたくな
いし会わせたくない・会ってみたい
と言ったことがあるが、母親が会い
たくないと言ったらそれならいいと
あきらめてくれた・悪い影響がない
ように努力しているつもり。
Sさん　47歳・兵庫・3年（別居7
年）・24歳と23歳と22歳の息子・養
育費の取り決め無し・話していない。
子どもも聞かないし話したくない・
長男は会っていると思うが、下の二
人は会いたくないと言っている・父
親が脳血栓で働けなくなり、長男は
将来面倒を見るつもりで近くに住ん
でいる・夫の不貞で離婚になったの
に、次男は母親が悪かったからと思
っていて全く口をきかない、以前は暴
力もあった。
1さん　39歳・愛知・5年・10歳の
娘・私的書類で月5万と決めたが支
払い無し・5歳・お父さんの仕事が失
敗して、お父さんのことをいい人だ
と思えなくなった・お母さんが悪
い、3人で暮らしたい・父親が会お
うとしない、俺の過去は間違ってい
た、子どもに会うと過去に戻ってし
まうと言う・思慕の固まり。怒られ
た時慰めてくれた、一緒に絵を描い
てくれたと言う・5歳の娘に、
「別々の人間だし、私とあなたの感
じ方は違う」と説得していた。子ど
もは内省的になり、子どもらしくな
い子になってしまったかも。
Hさん　39歳（男性）・東京・3年・
9歳・7歳・5歳の息子・12万・一方
的に連れ去られ話はできなかった・
調停で決め、間接強制や履行勧告も
効き目なく、損害賠償請求で争って
いるが、会わせてもらっていない・
わからない・面接を求めることで家
庭に波風を立てているトラブルメー
カーと洗脳されているだろう・見捨
てられた、大事に思われていないと
感じているかもしれない。
●子どもを分けたケース
Yさん　37歳・埼玉・3年・中1の
息子と暮らし、7歳の娘が父親と・
月2万・10歳と4歳・お父さんとは暮
らせない・私が欝病になり体調を崩
し実家に戻ったので、子どもも察し
ていて「それがいいよ、お祖母ちゃん
家にいよう」・年4回・父親に対し
ては嫌い、母親へは「大好き」と手紙
を送ってくれる・細かく短期だった
父と離れ、子どもはのびのびした。
●子どもを父親が引き取ったケース
Yさん　37歳・千葉・2年・3歳の
息子・無し・話していない・相手は
再婚し、私のことは古いママと呼
び、よくわかっているよう・月1
回・2人のママがいると思ってい
る。楽しく遊んでくれる人だと思っ
ているよう・子どもの感受性が普通
の子に比べて強くなる。人の顔色や
自分の環境を深く考えるようになっ
ている。事実をどう伝えるかで影響
は様々。
1さん　41歳（男性）・愛知・3
年・7歳の息子と5歳・3歳の娘・
5歳と3歳（末子は実家に預けてい
る）・わかるように・特になし・会
っていない。元妻は当初から会わな
いという考えだった・特に息子が慕
っている・愛情が不足することで、
子どもに欲求不満があると思う。
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「夫婦確綻に伴う法的諸条件整備
　　のための総合調査」
　（離嬬・別居調査研究会）結果綴告
アンケート調査にご協力ありがとうございました！
　昨年末、円より子の知人が構成す
る「離婚・別居調査研究会」が文部科
学省の助成金を受けて「夫婦破綻に
伴う法的諸条件整備のための総合調
査」を行うにあたり、ハンドの皆様
にもご協力頂いたアンケート調査の
結果が届きましたので、ご報告しま
す。ご協力ありがとうございました。
●離婚者177件について分析
　アンケートの有効回答数は223件。
そのうち、離婚者は177名（79．4％）、
別居者が46名（20．6％）。今回は離婚
者について分析しています。
　177名のうち女性は174名（98．3％）、
男性が3名（1．7％）と女性が圧倒的。
年齢は、30代が41．8％とトップを占
め、40代が395％、50代が14．1％と
続いています。
　居住地は、「東京都」が26．1％とト
ップ。「大阪府」が12．4％、「埼玉県」
が8．5％と続き、やはり関東地方が
ほぼ5割を占めています。
　学歴は、「大学院」を含めた「大卒
以上」が41．8％と4割を超え、次い
で、「短大・高専卒」が25．4％、「高卒」
が18．6％となっています。元配偶者
の学歴も「大卒以上」が59．9％と6
割を占め、双方全国的な統計と比べ
ると高学歴となっています。
●仕事と収入、住居について
　離婚直前の本人の仕事は、「正規
雇用」が30．0％、次いで「無職・家事」
が27．7％となっています。それに対
して、離婚直後の本人の仕事を見て
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みると「正規雇用」が48．6％、次い
で「パート・臨時」が28．8％と変化し、
離婚を契機として「無職・家事」の立
場にあった人たちも、何らかの仕事
に就いたことがわかります。
　年収については、「200万円」が
10．9％と最も多く、次いで「300万」
が9．1％となっています。300万円以
上が全体の5割を超えています。
　住居については、離婚前は「民間
の賃貸住宅」が31．1％、「配偶者の持
ち家」が23．2％、「親の持ち家」が
15．3％「自分の持ち家」が7．9％、「公
営・公団・公社」と「給与住宅」が6．8％
となっています。現在の住居につい
ては、「親の持ち家」が28．2％、「自分
の持ち家」が24．9％、「民間の賃貸」が
24．3％、「公営・公団・公社」が14．1％。
女性をめぐる経済的、財産的状況か
らみて、離婚後実家に戻ったり、親
の援助を受ける人が多いことが表れ
ています。また離婚の際に財産分与
して住居を得た人も見られます。
●最大の離婚理由は「相手の浮気」
　離婚を言い出したのは、「本人」
が60．5％、「元配偶者」が29．4％「双
方」が9．0％となっています。
　離婚理由（複数回答）をみると、「価
値観の違い」が65．3％と圧倒的に多く、
「精神的虐待」が40．9％、「相手の異性
関係」と「性格の不一致」が共に
39．8％、「信頼関係」が37．5％、「生活・
仕事について協力的態度無し」が
34．1％と続きます。「肉体的暴力」は
23．3％で、元夫からの精神的・肉体
的暴力の多さが顕著です。また、「浪
費」が24．4％、「借金が多い」が19．9％
「生活費の負担をしない」17．6％と、
経済的な問題も目立ちます。
　1番の原因を選んでもらうと、全体
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で多かった「価値観の違い」（18．6％）で
はなく「相手の異性関係」が24．9％と
トップ。「肉体的暴力」が7．9％、「精
神的虐待」が7．3％と続いています。
●養育費の取り決めがあっても、履
　行状況は低い現実
　離婚の方法は「協議離婚」が47．5％、
「家裁の調停を経て協議離婚」が
12．4％で、協議離婚が59．9％を占め
ています。「調停離婚」も29．4％、「裁
判の和解で協議離婚」7．3％等、調停
や裁判を利用する人が全国的な統計
より多いことがわかります。
　離婚について誰に（どこに）相談し
たかについては、「親」が19．1％、
「弁護士」が15．4％、「職場以外の友
人」が14．7％、「相談機関」が12．1％と、
ハンドの会員は、社会資源を活用し
ていることが伺えます。
　養育費の取り決めについては「決
めた」が67．8％と多く、「決めなかっ
た」が26．0％、「特別な出資に対して
決めた」が1．7％と続き、何らかの形
で取り決めた人が7割を占めます。
　取り決めの方法は、「調停調書」が
29．4％、「公正証書」が13．0％、「裁判
の和解調書」5．1％と続いています。
　取り決め内容は、「月額で決めた」
が63．8％、「一括払いにした」が2．3％。
　履行状況については、「ほとんど支
払われた」が42．4％で、半数にも満た
ない。「支払いがあったのは1部」が
14．7％、「全くなかった」1．7％となって
います。養育費の取り決めをした7
割のケースについても、実際に履行さ
れるのは4割をやや超える程度に過
ぎません。全体としてみると、3割に
やっと達する程度でしか、養育費の取
り決めに基づく履行がなされていな
い現状が判明しました。
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